
 

                                  

       平成２９年度学校評価を受けての平成３０年度の取組みについて 

領 域 課題の改善に向けた具体的な取組み 

１学校経営 

◇HPを適宜更新するとともにマチコミによる情報の提供と共有を随時行う。 

◇教職員が意思統一できるよう迅速な情報の共有と課題解決に向けた組織

体制づくりに努める。 

２学習指導 

◇新学習指導要領への対応 

◇基礎学力の定着 

・学び直しの徹底、授業や総合で計画的に実施 

◇相互参観授業の継続的な実施 

・授業力の向上と生徒理解および授業規律の育成 

◇進学サークルの活性化 

・成績上位者(学習リーダー)の育成 

◇学習に対する意識づけ活動 

３生徒指導 
◇基本的な生活習慣の確立のために遅刻カードのあり方を見直す。 

◇学習規定の見直しにともない授業規律の確立に向けて教員が一枚岩となる。 

４進路指導 

◇０限・７限補習について、進学のためといった目的以外に、英検・漢検の

級取得を目的とする講座も設置する。 

◇学年と協力してやる気のある生徒を開拓し、進学サークルの活動を活性化

する。該当教科に協力を依頼する。 

５特別活動等 ◇部活動を活性化させる。 

６学校図書館 

◇図書館のPR 

・定期通信の配布、 

◇教科や地域との連携 

・国語科との連携 

生徒間ディスカッション、表現力育成を目標とする 

２学期末にビブリオバトルを開催予定 

・社会科との連携 

  図書館資料活用能力、基礎知識育成を目標とする 

  ２学期末に郷土に関するクイズ大会、調べ学習を開催予定 

・地域との連携 

 コミュニケーション能力の育成と地域へのアピールを目標とする 

  地域へのボランティア活動 

◇文化祭成果の発展 

 ・壁新聞での成果をより深化させる 

◇各種資格試験案内（進路課との連携） 

 ・受験案内、テキスト提供、学習支援 

７保健指導 

◇教職員及び生徒対象の救急講習会を実施する。 

◇担任団、保健室、教育相談係との報告・連絡・相談を徹底する。 

◇自分の身体や健康について関心を持たせるよう働きかける。 

８人権教育 

◇人権学習の実施にあたり、生徒の実態に沿った内容を深め適切な学習形 

態を取るようにする。 

◇生徒のボランティアへの参加を促す。 

◇新しい人権の課題について、職員研修会を実施する。 

◇教育相談・特別支援委員会を教育相談委員会と特別支援委員会に分ける。 

構成メンバーを改め、それぞれの会議を持ち、内容を充実させる。 

◇いじめ対策委員会に養護教諭を加え、情報の共有を図る。 

９環境教育 
◇誰もが気持ちよく過ごせるきれいな学校を目指し、引き続きゴミの分別の

徹底に取り組む。 



 

10事務・管理 
◇就学支援金申請事務の確実な履行により、授業料未納を発生させない。 

◇限定された予算内であるが、校内施設の維持修繕に努める。 

11その他学校 

の取り組み 

◇部活動の活性化 

 ・生徒会の関わり方、 

◇学校としての魅力作り 
 


